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H

このプロジュクトおよび用いられたモデルの特徴は 

次のように要約できよう。

( 1 ) 4 〜 6 年先の経済計画のための中期モデルであ 

る0 ，.
(2》 多部門モデルである。 ，

( 3 ) 1980年の政策目標を設定し，それを達成すべき 

政策手段の値をモデルから求めている。

(4) 1'98 ( ¥ ^ のィギリス経済に対する|^；替的な構造と 

経済政策を示している。

分祈のプ レ ム ヴ ー ク としてなぜ計量モデルがすぐ 

れているかの^ 論 a りも読者（特に観念的，卵数量的.
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の-^村落の変貌の全寒を描き出し》それを通じて戦後 

日本の政治. 経资にお照明を当て，その変化を明らか 

にしたというい点で大きな意義のある労作であり，そ 

のような村落変化の実相の多侧ioiからの総休としての 

把握という著者の研究方法は，細分化値向が著しい現 

在ロ本の村落研究のあり:^にー石を投じたものといえ 

るであろう。

しかし，本，における村落変化の総合的把握を通じ 

ても，なお，箸者自身，その変化を量的なものとみる 

のか，質的なものとみるのか，その論理的整理に就い 

ては問題が残されており，特 に [有用性j 概念によっ 

てコミュニティとしての村落の存続を理論化すること 

は，それがあ'^りにも抽象的概念であるがゆえに，村 

落の性格変化の意義を暖味にするきらいがあることは 

いなめない。また日本村落の—つの性格を[平等主義i 
と [和」に求めるとしても，そ の [平等主義j ,  •■和Jを 

構成する村落構成員の所得稼得構造と日常の生活様式 

の大きな变化は，そ の 『平等主義』あるいは r和j を 

変質させはしないか，さらに村落の生活扶助的社会保 

障の機能の減退と合わせて考えるとき，村落統合原理 

としての r和J のもつ意味は異ならざるを得ないやあ 

ろう。か 、る問題が残るとしても，本書のもつ戦後日 

本村落の変貌，その進歩の代償を明らかにした意義は 

大きなものである。

〔Stanford U niversity Press. 1978 本文 250直〕

高 山 隆 三

(経学部教授）

A• デ ィ ー ト ン

『戦後イギリスにおける

需要のモデルと計画』 

(ケソ プリッジ用計量;経济学研究叢書. 第1m 
T . S . バ 力 ' — 編

『経 済 構 造 と 政 策 』 （同上，第 2卷）

本書は, 過去5 年間のケンプ!)ジジ成長プロジェク 

ト（代表きR .ストーン）の研☆報告書である。第 2 巻 

の内容について検討しつつ，第 1 巻f cも言及すること 

にしょう。 6■経済借造と政策よの執禁者は9 人にわた 

っているが，論文染ではなく，モデルを総合的に把握 

できるよう構成されている。4 体は， I 概観， Uモデ 

ル ：定式化と推定，III応用：1980年のイギリ;^経済，

と3 部に分がれている。，第 1部は， 3 享 （モデル.プロ 

:ジクシ a ンおよび価格, モデルの概観，モデルの解法）,
第 n 部は, 8 享 （個人消費，投資，輸出，翰入，肩用，価 

格と利潤，所得と支出，企業利® . 配当および留保)， 第111 
部は， 5 章 （IQSO年のイギリス経済：標準ケース，代替的経 

资環境，代替的租税体系とその負担，予算政策‘公共支出およ 

び圃際収支，代替的経済政策) 力、ら成る。

本の主要な目的は，1980年のイギリス経済を予測 

することではなく，経资構造をまわすモデルを記沸し， 

モデルを構成する関係式を定式化し，構造バラメ ^タ 

を推定し，これらの関係式を今後どのように発展させ, 
どのように応用できるかを示すことにある。

♦̂¥5?狭. 数博V域m '域、劾^ ®
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不整合的経济政策論を展開する人）には有益であるが，こ 

こではなぜ，hJoモデルかを，本書の随処て，の譲論をま 

とめながら記しておこう。

①政策が立案され , 実行され，効揚が現われるま 

でには数年を耍するから，適切な政策には中期的観点 

が必要である。

②中朋モデルを用いることによって，政策の短期 

• 時的な効果を捨象して，政策の究極的効菜に注意 

を染中することができる。それゆえ，あの煩わしい短 

期的なラグ調整の問題を無視できる。

③ケインズ理論と国民所得デ-•タに支えられた短 

期モデル（戦後のイギリスの経済政策立案の基礎になってい 

た） とそのモデルにもとづいた政策は，政策立案者が 

直® している主要ないくつかの間題を解くために不向 

きである。たとえぱ，有効需要不足ではなく構造変イ匕 

からもたらされる失業や国際収支への長期的効果を認 

識できない。短期的な完全雇用政策とされる減税や公 

共支出は，中期的には主要な効果を雇用にではなく，国 

際収支にも'たらす。他方，国際収支赤字対策といわれ 

る為替レート切り下げは，中期的な効果を国際収支に 

でi t なく® 用水準にもたらすように思える（I2. 2参照)。

rぢFH学会雑誌j 72卷 1号 (197妳 2月）

④価格政策，所得政策の問題を正統的な短期ャク 

ロモデルホ解くことはできない0 所得分配政策，計画 

賞金上昇政策を分析できるモデルが必要である。

⑧短期政策においても中期的.長期的観点が必要 

である。なぜならぱ，失業を減少させるための有効需 

要増大策は多数あるが，そのうちいくつかの方法は長 

期的目標に对してほ異なった効果をもっている。.
かくしてこれまでの伝統的な短期ぁデルから中期モ 

デルへと進む。そして経済構造を特に経ま政策との開 

速で分析するために参部門モデルが構築される。ディ 

スアグリゲーシ£3ンによる4 つの利点は，1.3 に述べ 

られている。 ’
1980年のイギリス経済の政策H}標は，完全肩用（目 

標失業率約2.25% ) と質易収支の均衡据ポンドの黒字〉 

におかれ, 政策手段は標準所得税率と為替レートの2 

つである。

m

前述の問題意識からこのモデルは，①多部門モデル, 
②構造変化が生じうる4 〜 6 年先の中期モデル，③年

政饿 Ilii梭税率
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. 互 一

モデル（データ問題，タイム.ラグの問顧から免れる）,④  

主要な政策手段を含むモデル，でなけれぱならない。

モデルは次の8組の方程式律系に要約することがで 

きる。

1. 商品供給と需要の定義式

2 . 盖菜問M係式

3. 消費者支出開数

4 . 輪 出 .入関数

5 . 投資および生産関数

6. 価格形成開数

このモデルは突質のフロ一に重点を置くケインズモ 

デルであり, 6つの实質需要を含む。

1. 企業による中間需要

2. 消費者需要

3. 政府需耍

4 . 産業別投資

5 . 海 外 か ら の 需 要’

モデルの構造を簡単に® で示せぱ次のようになる。 

商品は45,廣業は35,消費者支出は42品目に分割され 

ており， 693本の行動方程式+ 定義式という大规摸な 

モデルである。モデルの概略は第2享に手際よく要約 

されている。

第 3章にはモデルの解法が解説されている。外生変 

数を -もえたときのモデルの解法と， 目標値を与えたと 

き，それを達成するための政策変数の値を求める方法 

が述べられでいる。後者も結局はコンピュ--タによる 

試行錯誤法である。このように大規模な非線形モデル 

に対しては，線形制約のもとで2次の損失関数を最小 

にするという最適制御理論を適用して最適政策を求め 

るということは不可能であり, やむを得ない方法であ 

.る。そして第3部の含蓄の多いシミュ レーションで明 

らかにされているように，このようなティンバーゲン 

•タイルの流れに沿う方法も，最適政策を求めるにあ 

たってきわめて有効であることを教えてくれろ。

F

第 2部はモデルの定式化と推定である。

G D P の約 60% を占める個人消費はモデルにおいて 

当然ffl要な地位を占めている。とのプロジ-クトの消 

費者需耍分析に関する成書が第1巻である。消費ま出 

は38品 13の非耐久財と4品目の耐久財に分創されてい 

る。まず非附久財の総支出eが恒常資産，恒常所得， 

時所得によって説明され，この総ま出は線形支出体

 評

系によって37品目の非耐久財に分創される。しかし, 

線形支出体系を含めて加法的効用関数は， 自らの価格 

弾性値が'近似的に総支出弾性値に比例するという食意 

をもっており，これは特に分割された消費財分析にと 

って強い制約となる。実際にデータをチ;ッ々すると 

とによって，線形ま出体系を適用することが不適当で 

あることがわかる（め 1巻第5章）。それゆえ補完的に 

対数線形の式も用いられ，最終的にはュンゲル集計条 

件を满たすようにバラメータ修正が行なわれる。37品 

目の線?^支出体系めバラメ-— タ，对彩(線形のパラメ" 

タ推定結果は，第 1卷第 8 享を息る必要がある。

ここで述べられている方法は，現段階の理論水糖に 

おいては妥協的なものにすぎない。しかし，線形支出 

体系の間接効用開数から導かれる費用関数を一般化し 

て，線形支出体系と対数線形モデルの結合を図る方向， 

所得分配の変化をいかに消費者需要へ組み込むかとい 

う新しいT プロ一チが語られている。

消費者支出へは間接税力’、デフレ一タ一を通じヤ影響 

を与える。しかし，恒常資産は過去の貯蓄残高,恒常 

所得は分布ラグによって作られているから，金融政策 

との関連は断たれている。

投資は産業別（35) ,資産形態別（9 )に 分 割 さ れ  

ている。モデルの中で投資は，有効需要の構成要因と 

しての役割と，新設備ほ労働生産性を高め，それゆえ 

一定の労働力のもとで， より高い成長をもたらすとい 

う2つの機能:^集している。投資関数はヴィンチジ'：；； 

型 C E S 生産関数をもつ企業の費用最小化行動と調靈 

原 理 （ストック調整ではない）から導かれた非線形開数 

である。重耍な 7産業についての推定結果しか利用で 

きないが， 自動車産業が特に悪いばかりでなく， 自ら 

のラグつきの値が大部分を説明しており, 投資はこの 

モデルにおけろ大きな弱点である。 もう少し集計した 

方が良か.ったのではなかろう力、。

政策は，減価償却準備金，投資補助金，法人税率， 

利子率， 有ま業投資計画のコントロー ルを通じて投 

資に影響を与える。

輸 出 ♦入はイギリス経済にとってきわめて重要な地 

位を占めている。輸 出 ♦入の卖質 G D P に占める制合 

は次表ように高まゥており，1980年にはさらに高まる 

と予測されている。1975年には15擔ポンドの経常収支 

赤字を計上したイギリスにとって，闺除収あの均海が 

完出雇用と並んで政を目標に揭げられるゆえんである。 

そして，輸出廣業のII用増加が完全雇用達成のために 

If£51fな役割を担っていることが，第 ili部 の シ ミ レ 一
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シパからゎかり，輸入も国際収支調整の点のみなら 

ず, 乘数効架の"もれ，，として，やはり完全®用とい 

ぅ目標に対しても重要である。

一 1969年 1975年 1980年
園----- 一---------一--- -

輪出 22.7% 28.9% 2 9 .9 ^

輸入 22.0% 26.1% 27.9%

fニiffl学会雑誌■! 7 2 ^ 1 j^ i l9 7 g ^ £ M L
" 一 ストへの反JC；を示さない。とくに資本コストが除外さ 

れていろから役資变化の利潤への効果は小さい。この 

中期モデルの特色の1 つでもある。 やゐパゎ歴史 

的なデータで固定されておらず，長期的な動向を見つ 

け子測に生かすという方法がとられてい"^。' ‘
第10享は，個人，企業, 公営企業，政府，海外の各 

の所得と支出について述べられている。個人部f  ̂
か除けぱ各部門において所得と支出との関連は薄く， 
. . . . '  . #X<,nn，ァ；>.、、vT壬II棚 ■咨；*が直接的に関速I

縫出数量は地城( 1 0 )て I■ 別 、r 刹 ニ ン ン ’ ：；；；；；；: とぃぅ特色をもりてぃる。第11，は租税体系 

S f S S S はジ出倾。格ふこ国内吸収の企衆部 n への影響に焦点がある。 .
価恪

である

輸出 • 入 関 数 の 特 色 は 糊 し ロ 『■*/スル 

(输出を除く国内への総供給価格）が含まれている点

V

労働供給は夕!'生，労縛儒要は,ま業別の膚用増ゎざ 

m 出高増加率と投資• i« 比摔によって説明され 
a t働需要開数のバラメ-タ推定にあたって，雇用や産 

出高の増加率は短期的変動にさらされているため，そ

第 3 部は•モデルの応用，19明年のイギリス経済のあ 

るべを姿を描き，それを達成するためのシミユレーシ 

ョン結果が報告されている。第聰は予測の諸仮定と 

結果について論じている。①モデルの解は基礎的な構 

造を示し, . 意@せざるシa ツクによ'0 て觀はれない

はr t ぐあるとゆれているが，具体的に方法を調整されたときのモデルの解であり，利潤の循環^
了、? ア デ . 因は無視され,輪人関数には平均的な需顿力の変数

ル特色は失業いガにある。失業水準は脚^劇缴が導人される等々。し た が っ て モ デ ル で ト ， 

と̂ てとら免られズいない。主 と し て 主 1980年までの時間経路を与えることはできない。 タ̂

掃ニタ; 働市場からの参出• 入にょって就業人口自体が生恋数は19卯年にぉぃて最もぁりそ'ぅニンユ'もれ 

> て大きく-勘くとぃろ"かくれた履用" される。④経済主体は（政府も含めて)お幣錯デニ 

る。それゆえ1980年 の 就 業 人 口 ない。⑤政策目標は完全雇用と経^ ^ 均衡’政ぶ

S t 人ニ完全雇用時にぉぃて2 ,5 7 7 ,4 方^ 8 手段は嫌所得税^ 年,

で S S  ニ ご 目 び ぼ ゴ て ; ; ; 5 ; r こ く エ 約 2、0%のポンド切り下げ，標 う  

ゅ 774一ので結ぱれてぃる。失 業 水 ミ で ;ぶ / f ご r ; j r ニ ニ I 力 で ;ぶ ご

れ て ニ ^ 域^,標準税率の主要な効果は資

s r s ; : ニ : : : ^ モ

シ が ペ て ， 物 価 格 に だ ニ ;^ニ マ :^輸? ロ ; ^ ニ

入 経 常 収 支 す 。 '
予測の» 淡件の》̂̂で， 目標を» できるかと 

ぅかの鍵を握0 ているのが北海油田め産出量である。

格方

(純），… へ' —--------------------I ' L
労働M はキーとなる変数である。 ' 産業の填位労働 

費用をt / / x り総産出高を照用者数をムゎ（社会 

体の）平均賞金率をとすれば

に ょ ぶ  ニ ‘ :  ニ '
'の北《 咖の《 収支への《 はきゎめて大きく，石 
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油のみで1975年には28億 9 ,9 0 0万ポンドの赤、字であっ 

たのに対して，1980年には1 億ボンドの黒字が見込ま 

れている。もうひとつの重要な仮定は，平均賃金上昇 

率14%という高い上昇率の想定である。この仮定は20 
% という高い賃金上昇率を経驗した1975年に予測が行 

なわれていることを反映している。

この標準ケースに対していくつかのシミュレーショ 

ン結果が報告されている（第13唐)。就業人ロが584 , 000 
'人少ないヶース，労働時問诚少のヶース，投資比率減 

少のケース, ■内インフレ率10%のケース, 北海池旧 

の産出量が1 億トンのケース，北海油®がないときの 

ケース，海外需要，伽格が10%上昇のケース，そして 

これらを混合した標準形よりもっと悲観的なケースの 

シミュレーションである。

これらのシミュレーションで注目すべきことは外生 

恋数を変更してモデルの解を出すだけでなく,代替的 

な経済環境のもとで，設定した目標を達成するために 

は，政策変数の値はどう変化しなけれぱならないかを 

示している点にある。これらの各結果は，すべて表に 

要傲良くされている。ここでもやほり北海油田のも 

つ意義の大きざに腔目せざるを得ない。北海油田がな 

< , かつ目標を現するためには為替レ一トは1971年 

にくらぺて約43%の切り下げ（標準ケースは約30 % ) , 
税率は実に標準形より26%高い56,6%が必耍である。 

とれは個人消費支出を標準形より1し2%減少させる。

第14享は，代替的な粗税体系とその魚担というチー 

マのもとで，①現行の付加価値税（税率約8%)と法人 

利潤税（税率約50%’）から法人被廃止と，より高率の付 

加価値税の制度へ移行したとき, ③現行の地方財jiig税 

を，より高率の所得税#系へ移行したときのシミュレ 

ーシg ンが契施され,同じ雇用水準をもたらすような 

体系を求.めて比較している。注目すぺきモデルの応用 

である。

第1S章 （予算政策，公典支出および国際収支）において 

注目すぺき指摘は次の点である。戦後のィギリスにお 

いては，（日本と與なり）民間部門は平均的にわずかな 

黑宇を示し，公共部門と海外部門のバランスは相興な 

る方向に勘いて全体がバランスしてきた。民間部門の 

支出は民間部門の所得に密接に関述しでおり，産出水 

準の恋動にネツトの独立的な影響を与えていない。そ 

れゆえ，ま出水準の不安定化要因はもっぱら政府fお身 

の行動あるいは海外からの稷乱である。この3 部門間 

のバヲンスから公共部門のホ字と国際収支との間に密 

接な関速があることがわかる。突際，ま全雇用を維持

するための短期需要管理政策は，国際収支に対して不 

安定化効果をもっている0 シミュレーション結果も以 

上のこと,を確認している。

とするならぱ，評者はイギリス経済に対して次のよ 

うな処方まを書くことになる。これまで行なわれてき 

たような,消費需要を増加させて短期的に雇用を安定 

化させようとする財政政策は，国際収支を悪化させる 

から，必要な需要管11政策は，輪出業の投資を高め 

て廣用の安定と輸出の増大，したがって国際収支の改 

善を同時にもたらすような政策である。実はこれこそ 

日本が40年代中頃までとゥてきた政策ではなかったで 

あろうか。

m

約4 0 0貝の書物であるが密度は濃い。アメリ力人な 

らぱ1 ,0 00頁ぐらいの本にして，15,000円ぐらいの値 

段をつけ，したがってこの書評も生れなかったに違い 

ない。..
イギリス経済の将来は，北海油!IIの成功という外生 

的要因と, （とくに輸出産業における）設備投資の上昇と 

いう内生的要因にかかっている。本書に示されたモ，デ 

ル分祈は，きわめて有意義な情報をわれわれに提供し 

ている。短期マクロモテ‘ルが中心的役割を占めてきた 

時代は終り，このような形での中期‘ 長期モデル，さ 

らには動学的な中期モデルの時代の到来を告げている 

と言って良いであろう。執筆者は9 人に上っているが,. 
各ぎの叙述の仕方はよく統一•されており，モデル全体‘ 
との関速にも注意が行き届いている。モデル分析者， 

政策立案者にとって教えられるところの多い書物であ 

る。

Angus Deaton: M odels and P ro jection s o f  De­
mand in Post-W ar B ritain , Chapman and Hail 
Ltd., 1975.

Terence S. Barker (eds.) : Economic S tructu re  
and Policy, Clapman and H all Ltd., 1976.

養爸千凰彦

(経済学部助教授>
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